
 

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

   

 

  

令和５年の男女共同参画白書が 6月 16日に公表 

されました。 

今年の特集は「新たな生活様式・働き方を全ての人 

の活躍につなげるために～職業観・家庭観が大きく 

変化する中、「令和モデル」の実現に向けて～」です。 

人生 100年時代を迎え、家族の姿や働き方、就業 

に関する意識が変化する一方で、伝統的な性別役割 

分担意識や長時間労働等を前提とした雇用慣行が  

残っており、このことが女性の社会での活躍の遅れや、  

男女間賃金格差などの歪みが生じる要因となって 

いると指摘しています。 

 

働き方や就業に関する意識の変遷と 

新たな生活様式・働き方 
 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、特に女性 

の就業や生活に大きな影響を与えた一方、テレワーク 

の普及など多様な働き方が社会全体に浸透しました。 

また、若い世代の生活様式や働き方についての考え

方の変化を見過ごさず、未来を担う若い世代が理想と 

する生き方や働き方を実現できる社会を作ることこそ

が、今後の男女共同参画社会の形成の促進において 

重要であると訴えています。 

 

「令和モデル」の実現に向けて 
 

 男性は仕事、女性は家庭＝「昭和モデル」から、すべて 

の人が希望に応じて家庭でも仕事でも活躍できる社会  

＝「令和モデル」 への転換が必要であり、その実現に 

向けて特に優先すべきこととして、次の３点を挙げて 

います。 
 

 １．男女ともに自分の希望が満たされ、能力を 

最大限に発揮して仕事ができる環境の整備 
 

 ２．男女ともに仕事と家事・育児のバランスが 

取れた生活を送ることができること 
 

 ３．これらを下支えする前提としての、女性の 

経済的自立 

男女が共に参画し 多様な生き方が選択できる社会をめざして 
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出典： R5男女共同参画白書 （内閣府） 

図 共働き世帯数と専業主婦世帯数の推移  

特-24図 年齢階級別週間就業時間 時間以上の就業者の割合  

令和５年版 

男女共同参画白書（内閣府） 

改めて「ジェンダー平等」を 

考えるきっかけにしてみませんか 

特-79図 「令和モデル」の実現に向けて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『男性中心企業の終焉』の著者で AERA元編集長、そして現在ジャーナリストと 

して活躍されている浜田敬子さんをお迎えして、「ダイバーシティは企業の成長 

にとって不可欠」「社会課題を解決するには、マイノリティの視点が必要」「ひとり 

ひとりの状況が異なることを前提にする」等、ご自身の体験や事例を紹介しながら 

お話していただきました。 

【 開 催 報 告 】 

ひと ひと

報 告 

6月 17日から 25日に、新潟ユニゾンプラザにて「にいがた女と男フェスティバル 2023」を開催。 

基調講演会と県内活動団体によるワークショップは、皆さまのおかげで盛況のうちに終了することができました。 
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参加者からは、 

「企業の実践例や数字など、具体的でわかりやすかった」 

「性別や特性に関係なくすべての人が生きやすい社会にするため、何ができるか考えたい」 

「あっという間の時間で、もっと講師の話を聴きたかった」などの感想が寄せられました。 
 

今回は、会場参加の他にオンライン（Zoomウェビナー）配信も行い、また、佐渡市、 

糸魚川市など県内 8市でサテライト会場が設営され、遠隔地のみなさまを含め、 

幅広い世代から合計  約 １9０人 の方々から参加していただきました。 

 

講 師 | 浜田 敬子さん （ジャーナリスト／AERA元編集長） 

 

【ワークショップも同時開催！】 

講師の浜田敬子さん 

 県内で活動する 21団体がそれぞれの「想い」と「工夫」をこらして学習会や 

ワークショップを開催しました。 

今年は初参加のワークショップも複数あり、開催団体のイベント形式も様々 

なものがありました。 

また、各ワークショップのテーマについても、「健康」 「 LGBT」 「子育て」 

「職場づくり」 など多岐にわたっており、当日参加されたみなさんは、多様 

なワークショップのなかで新しい気づきや学びに繋がっていたようです。 
 

初めて当財団のことを知る方もいて、一緒にフェスティバルを開催して 

いくことを通じて、男女共同参画の「和・輪」を広げていくことができた 

と実感しました。 

男女共同参画週間に屋内展示を開催！ 

 

ユニゾンプラザ 1階屋内スペースにて、 まで 

財団紹介やパネル展示（新潟県・新潟市含む）、にいがた  

 

 

 

が足を止め、興味を示してくださいました！ 

 

基調講演会  「企業が変われば、社会が変わる」 
6 月25 日 （日） 
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9 
5 

１5：00～１7：00  

パパの育児休業応援セミナー

 高野 真規 さん 講 師 

 20名 定 員 

柏崎市 

 柏崎市役所会 場 

１3：30～１5：30  

 

 高野 真規 さん 講 師 

 20名 定 員 

佐渡市 

 アミューズメント佐渡会 場 

8 １0：00～１6：00  

 

 加藤 彰 さん 講 師 
 16名 

定 員 

9 
9 

１0：00～１6：00  

周囲が気持ちよく動いてくれる話し方・伝え方 

 片桐 あい さん 講 師 
 20名 

定 員 

１0：00～１6：00  

基礎から学ぶ交渉コミュニケーション（仮） 

 石田 なお子 さん 講 師 
 20名 

定 員 

１3：30～１5：30  

多様な働き方とルール

）  

 須澤 美佳 さん ママントレ代表取締役

定 員 各回 20名 

 高野 真規 さん 

1回目

2回目

1回目 １3：00～１7：00  

管理職のためのマネジメント研修 

 丸山 結香 さん  講 師 

定 員 会場参加 20名 ／オンライン参加 30名 

1回目

2回目

2回目 １3：30～１6：30  

9 
2 

１3：30～１5：30  

 濵田 真里 さん(Stand by woman 代表) 講 師 

 会場参加 30名 ／オンライン参加 20名 定 員 

9 １3：30～１5：30   

 木下 明子 さん 講 師 

定 員 会場参加 20名 ／オンライン参加 30名 

定 員  20名 

基礎編

 4 

 

１0：00～１7：00  

長 岡 会 場 

 山中 智香 さん 講 師 

基礎編

 3 

 1 

１0：00～１7：00  

新 潟 会 場 

 20名 定 員 

初級編

8 
5 

１3：30～１6：30  

Canvaでチラシづくり 
応用編

8 

 桐生 道子 さん 

        5,000

講 師 

 

 20名 定 員 

人材育成セミナー  
会場：

参加費： 各回 5,000円 

ダイバーシティ 
マネジメント研修 

会場：

参加費： 無 料 

自分らしい働き方を 
 

会場：

参加費： 無 料 

 

 
基礎・フォローアップ講座  

参加費： 無 料 

地 域 セミナー             参加費： 無 料 ＊各市町村と共催で開催しております 

 

新潟県女性センター講座 
 

会場：

参加費： 無 料 

働く女性の交流会  参加費： 各回 3,000円 

  

オンライン（ZOOM）開催 

今後開催予定のセミナーを 

ご紹介します。 

各 種 
セミナーの
ご案内 

… 一時預かり保育あり 

… オンライン参加可能 

… 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【編集後記】 

コロナ禍ですっかり定着したオンライン 

セミナー。でも社会が少し落ち着きを取り 

柔軟に対応しながら、今年もたくさんの 

セミナーをご用意しております。 

ぜひご参加ください！（富士山） 

編集・発行  

公益財団法人 新潟県女性財団 

  

 

●電話      

●fax      

●メール    npwf@npwf.jp 

● ://npwf.jp 

●   新潟県女性財団 

●twitter   HP FB twitter 

本会は国民健康保険（国保）法に基づき設立された公法人で、国保を 

運営する保険者（県、市町村、国保組合）を会員に各都道府県単位で設立 

されています。 

主要事業は、「国保及び後期高齢者医療に係る審査及び支払に関する 

事務」、「介護給付費、障害介護給付費等の審査支払に関する事務」、 

「保険者事務の共同処理」、「保健事業」等々多岐に渡っています。 

本会職員 103名のうち約半数の 47名が女性の職場ですが、課長職 

以上の職員１１名のうち女性は 2名と男女共同参画の実現にはまだ遠い 

のが現状です。 

この状況を変えるため「まず課長職以上の意識を変えよう」との役員の 

想いから昨年度末に勉強会を企画し、講師は女性財団の小林敬事務局長  

（当時）に依頼しました。 

勉強会では「女性活躍の必要性」の現状、その理由、女性が（誰もが） 

活躍する組織づくりについて学びました。今後の男女共同参画に活かして 

いきたいと思います。     

会 員 情 報 

「おまいさんは頑張っておる。とても頑張っておる。」

 

著 者  深谷かほる   発 行  講談社 

図 書 紹 介 

近年、平蔵の言葉を「言葉のお守り」として国際女性デーに合わせ駅に掲示し、
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